
地名 長沼運動公園
須賀川市
南上町

福島市
あさひ台団地

いわき市

忠多4) 須賀川市木之崎4)
長沼

第三工業団地4)

須賀川市

北横田4)

地形変状 TypeH TypeE TypeH TypeE TypeH TypeE TypeE

盛土厚 5.65m 6.40m 12.7m ? ? ? ?

盛土材料 凝灰質砂質土 粘土質砂 火山灰質粘性土
細粒分質
礫まじり砂

凝灰質砂質土 凝灰質砂質土 凝灰質砂質土

地下水位 GL-1.80～3.50m GL-1.80m GL-3m ? ? ? ?

地盤 沢埋め/水田 水田 沢埋め/水田 水田 沢埋め 沢埋め/水田 沢埋め/水田

対策工
ジオテキスタイル工
セメント固化
暗渠工

-
軽量盛土工、鋼管杭工
置換工、アンカー工

横ボーリング工、暗渠工
?

ジオテキスタイル工
かご工
水路工

かご工
水平排水工

のり尻セメント改良
かご工

地名
須賀川市

大久保4)

須賀川市

松塚団地4)

本宮市岩根地区

公園盛土3)

本宮市岩根地区

南側盛土3)

郡山市安積町

笹川地区C-C'断面3)

小野町運動公園

体育館側3)

小野町運動公園

グランド側3)

地形変状 TypeH TypeD TypeC TypeB TypeE TypeE TypeE

盛土厚 ? ? 17.75m 15.15m 3.81m 5.5m 13.5m

盛土材料 凝灰質砂質土 ? 流紋岩の岩塊他 流紋岩の岩塊他 シルト・砂互層 まさ土 まさ土

地下水位 ? ? GL-12.7m GL-13.65m GL-1.07m GL-4.23m GL-2.356～3.20m

地盤 水田 沢埋め 谷埋め 谷埋め 谷埋め 水田 谷埋め

対策工 - 擁壁工 排土再盛土
亀裂充填

沈下修正盛土
くさび杭

水路再設置
排土再盛土
水路再設置

排土再盛土
水路再設置

東日本大震災における福島県内の 

造成盛土の崩壊形態とその対策工に関する研究 

 

○日本大学工学部 学生会員 横木 秀行 

日本大学工学部  正会員 仙頭 紀明 

 

1. はじめに 

日本は台地や丘陵地を切り盛りによって平坦化し生活圏を広めてきたが、それに伴って地震による造成盛

土の崩壊による宅地被害は増えていった 1)。2011年の東日本大震災でも東北地方を中心に広い地域で強い揺

れに襲われ、福島県内では福島市、須賀川市、いわき市など各地で被害が報告された 2)。造成盛土の被害に

は様々な崩壊形態が見られたが崩壊形態を詳細に分類した研究は行われていない。本研究では県内の盛土の

崩壊形態を分類し、崩壊要因について考察する。さらに大規模な流動性崩壊を起こした長沼運動公園につい

ては地盤調査結果、測量結果から被害現場の地層、盛土厚、盛土材、地下水位、地盤などの観点から造成盛

土の崩壊原因について分析を行う。また復旧に際してどのような対策工が施工されたのかについてもまとめ

る。 

2. 盛土崩壊形態の分類と考察 

原の提案した谷埋め盛土のり面の変状分類案 3)を

表-1 に示す。本研究ではこの分類を基に変状した盛

土をのり肩に亀裂を伴う軽微なAからすべり崩壊で

土砂流出を伴う Hの 8 タイプに分類し、各被害地点

の盛土厚、盛土材、地下水位、地盤、対策工と崩壊

タイプの関連性について考察する。表-2 は原の行っ

た分類に新たにデータを加えたものである。 

 

 

盛土材を見ると大きな変状を起こした地点は火山灰質粘性土や砂質土が多いが、一部まさ土の盛土も存在

した。特にタイプ Hの崩壊を起こした地点は火山質土の盛土であった。火山灰質土は過去の保水性試験結果

より高い保水性を持つことがわかっている 4)5)6)。また、地下水位を見るとタイプ Hでは地表から 5m以内に

地下水位が存在していたことが分かる。さらに集水地形である沢や水田等の軟弱地盤に施工された盛土で被

害が発生している。これらのことから保水性の高い火山性質土が盛土材として用いられており、盛土内部が 
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表-1 盛土のり面の変状の分類 3) 

表-2 造成盛土崩壊形態の分類 



高含水状態であったと考えられる。これらの要因により地震によって地盤変状が大きくなったと考えられる。 

対策工について見ると次のことがわかる。多くの地点で抑制工として暗渠工、横ボーリング工、かご工、

水路工、水平排水工、排土再盛土などの排水対策が行われている。タイプ Bの比較的小さい変状であった地

点では変状を修正するような対策工が取られているが、タイプ Cなどのり面に変状が生じ始めるあたりから

抑制工が施工されている。タイプ Eでは盛土内の排水を考えた抑制工がされており、タイプ Hになると地点

によっては抑制工に加えて抑止工を組み合わせた対策工が取られている。対策工は原則としてまず抑制工が

検討される 6)とされている。今回まとめた崩壊地点では多くの地点で抑制工のみの施工であったが重要な保

全対象がある地点は抑制工に加えて抑止工を施工している。特に福島市あさひ台団地では鋼管杭工、アンカ

ー工といった抑止工を含めた大規模な対策工が行われた。これは保全対象に国道 4号が含まれていること、

斜面上方に住宅があるためである。 

3. 長沼運動公園の被害分析 

10mを超える流動崩壊が発生し、タイプ Hの崩壊形

態を示した長沼運動公園の事例について詳しく分析す

る。図-1 はボーリング調査が行われた地点の断面図で

ある。盛土材は凝灰質砂質土であり、N値は 1~10と

緩い状態であった。物理試験結果より、ρs=2.662g/cm
3、

wn=19.3%、wL=32.9%、wP=19.7%、IP=13.2で塑性図よ

り CL(粘土、低液性限界)となった。NO.1地点の地下

水位は GL-1.80m、NO.2地点では GL-3.50mであった。

このため盛土内部は飽和していたと考えられる。した 

がって緩い飽和した砂質土が繰返しせん断を受けて、液状化状態となり崩壊したと考えられる。 

4. 対策工 

長沼運動公園ではジオテキスタイルによる補強土盛土が採用された。理由は敷地境界の制約から安定勾配

の施工ができないためである。なお盛土材に適さない現地発生土は原発事故の影響で捨土が困難なため、セ

メント地盤改良してのり面以外の埋戻しに再利用された。さらに排水工として暗渠管を施工し、層厚管理材

として排水効果のある長繊維不織布がのり面に設置された。 

5. まとめ 

造成盛土の崩壊形態の分類と復旧で行われた対策工から以下のことがわかった。沢など集水地形や水田な

ど軟弱地盤上に火山質土等の保水性の高い盛土材で施工した盛土に大きな変状が生じていた。造成盛土の崩

壊に対する対策工は、のり面に変状が見られた段階で抑制工が施工され、大規模崩壊や重要性の高い保全対

象があった場合に抑制工と抑止工を組み合わせた対策工が行われていた。今後の課題としては、かご工など

の抑制工は今回の地震の対策でも施工実績が多く、その効果も高いことが知られているものの理論的な裏付

けがなされていないため、メカニズムに関する研究が必要である。 
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図-1 長沼運動公園断面図 
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